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防
災
行
政
無
線
開
局
な
る

　

強
く
優
し
い
宇
城
市
づ
く
り
の

キ
ー
ワ
ー
ド
「
安
全
・
安
心
」
の
確

保
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
5
月
1
日
に

防
災
行
政
無
線
局
を
開
局
し
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
度
の
台
風
18
号
に
よ
る

大
災
害
は
、
今
も
な
お
そ
の
傷
あ
と

を
残
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

心
に
も
当
時
の
光
景
が
強
く
思
い
出

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
災
害
に
強

い
ま
ち
を
創
る
た
め
、
市
民
に
い
ち

早
く
情
報
を
伝
達
す
る
と
と
も
に
行

政
や
自
治
会
、
消
防
団
な
ど
に
よ
る

予
防
体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
高
潮
や
津
波
な
ど
に
耐
え

得
る
海
岸
堤
防
の
整
備
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
早
期
に
完
成
さ
せ
る

べ
く
最
大
限
の
努
力
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
宇
土
半
島
の
不
知
火
・
三

角
方
面
の
堤
防
は
改
修
さ
れ
、
来
年

か
ら
始
ま
る
海
岸
保
全
事
業
計
画
に

お
い
て
も
、
豊
川
海
岸
の
防
波
堤
整

備
を
早
期
に
完
了
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
、
松
橋
町
に
防
災
無
線
が

設
置
で
き
、
平
成
19
年
度
は
三
角
町
、

そ
の
翌
年
に
は
豊
野
町
に
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
不
知
火
町
と
小
川
町

は
旧
町
時
代
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
で
全
地
域
完
成
と

な
り
ま
す
。
平
成
20
年
に
は
、
宇
城

市
全
体
に
同
時
配
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

空
港
直
行
バ
ス
が
運
休

　

昨
年
、 
㈲
中
九
州
観
光
バ
ス
様
に
、

空
港
直
行
バ
ス
の
再
開
を
お
願
い
し

6
月
6
日
か
ら
運
行
開
始
し
た
空
港

直
行
バ
ス
（
コ
ス
モ
ス
ラ
イ
ナ
ー
）

が
、
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
愛
顧
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
御
社
か
ら
諸
般
の
事
情
に

よ
り
、
今
年
6
月
5
日
を
も
っ
て
運

休
し
た
い
と
の
連
絡
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

㈲
中
九
州
観
光
バ
ス
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
宇
城
市
発
展
に
深
い
思

い
を
も
た
れ
運
行
の
ご
決
断
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
ま
で
利
便
性
促
進
の

た
め
努
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し

た
利
用
客
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
時
期
を
見
極
め
運
行
再
開

に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご

愛
顧
者
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

市
長
室

市
長
室

市
長
室

宇城市長

　阿曽田　清

※
7
月
の
市
長
談
話
室
は
6
日
㈮

の
予
定
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
人

は
、
総
務
部
総
合
政
策
課(

☎
3
2

―
1
1
1
1)

へ
6
月
20
日
㈬
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

コスモスライナーを運休します
　日ごろより空港直行バスをご利用いただき厚く御
礼申し上げます。
　昨年6月 6日から運行してまいりました空港直行
バス ( コスモスライナー ) は、6月 5日をもって運
休することになりました。
　これまで、ご利用いただきました利用客の皆さま
並びに関係各位に深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　㈲中九州観光バス

　
「
ク
マ
モ
ト
」
と
い
う
カ
キ
を
ご

存
知
で
す
か
? 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

オ
イ
ス
タ
ー
・
バ
ー
で
大
人
気
の
こ

の
カ
キ
は
、
戦
後
、
不
知
火
海
か　

ら
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
さ
れ
た
も
の
な

の
で
す
。

　

そ
の
ク
マ
モ
ト
が
品
川
駅
の
オ
イ

ス
タ
ー
・
バ
ー
に
逆
輸
入
さ
れ
て
い

る
と
聞
き
、
早
速
試
食
へ
。
長
崎
の

九
十
九
島
、
北
海
道
の
カ
キ
え
も
ん

と
食
べ
比
べ
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
旨

さ
は
段
違
い
で
、
ク
リ
ー
ミ
ー
で
甘

み
が
あ
り
、
旨
み
が
強
く
、
後
味
も

す
っ
き
り
し
て
い
て
、
生
ガ
キ
特
有

の
鉄
臭
さ
が
な
い
。
ま
さ
に
カ
キ
の

王
様
で
し
た
。

　

実
は
、
県
の
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
す
で
に
養
殖
試
験
が
始
ま
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
復
活
が
楽
し

み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で

お
い
し
い
カ
キ
を
育
て
る
に
は
、
い

い
海
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
海
か

ら
上
流
を
見
る
と
、
生
活
排
水
・
農

薬
・
荒
れ
た
山
林
・
・
・
。
海
自
体

を
清
掃
す
る
だ
け
で
は
決
し
て
「
い

い
海
」
に
は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　

海
は
、
森
の
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
含

ん
だ
川
の
水
で
育
つ
と
い
い
ま
す
。

カ
キ
の
王
様
「
ク
マ
モ
ト
」
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
は
、
優
れ
た
特
産
品
を

生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、
市
や
町
、

各
業
種
を
ま
た
ぐ
大
き
な
環
境
改
善

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

左から4つが「クマモト」、次の1つが「九十九
島」、次の2つが「カキえもん」

(品川 :グランドセントラル・オイスター・バー&レストラン )

市派遣職員が、今の仕事や市外か
ら見た宇城市の様子を報告します。
今月は熊本県市長会東京共同事務
所の野村烈さんです。

　　　　　派遣職員の東京見聞録
　　　　　派遣職員の東京見聞録

　

平
成
17
年
1
月
15
日
に
宇
城
市
消

防
団
が
発
足
し
、は
や
2
年
。初
の
任

期
交
代
と
な
る
宇
城
市
消
防
団
辞
令

交
付
式
が
平
成
19
年
4
月
1
日
に
ホ

ワ
イ
ト
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
阿
曽
田
清
市
長
か
ら
山
本

正
治
団
長
へ
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
山
本
団
長
か
ら
副

団
長(

各
方
面
隊
長)

以
下
2
3
4

人
の
班
長
以
上
の
団
員
に
辞
令
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
消
防
団
の
発

足
当
初
か
ら
大
変
力
を
尽
く
さ
れ
た

星
田
正
弘
前
団
長
は
じ
め
と
す
る
旧

体
制
か
ら
、
山
本
新
団
長
率
い
る
新

体
制
へ
交
代
し
ま
し
た
。

  

「
今
後
と
も
、
市
消
防
団
の
更
な
る

発
展
と
市
民
一
人
一
人
の
生
命
・
財

産
・
安
全
を
守
る
た
め
、
予
防
消
防

活
動
や
災
害
時
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
・
訓
練
に
努
め
ま
す
」

 

新
体
制
の
役
員(

分
団
長
以
上)

は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
宇
城
市
消
防
団
》

▼
団
長
・
山
本
正
治
▼
副
団
長
・
磯

貝
豊
（
三
角
方
面
隊
長
）
▼
副
団
長
・

成
松
康
晴
（
不
知
火
方
面
隊
長
）
▼

副
団
長
・
中
塘
万
格
人
（
松
橋
方
面

隊
長
）
▼
副
団
長
・
入
江
義
伸
（
小

川
方
面
隊
長
）
▼
副
団
長
・
本
田
洋

一
（
豊
野
方
面
隊
長
）

【
三
角
方
面
隊
】

▼
副
隊
長
・
高
濱
義
孝
▼
副
隊
長
・

庄
村
啓
二
▼
第
1
分
団
長
・
松
田
良

雄
▼
第
2
分
団
長
・
村
上
寛
▼
第
3

分
団
長
・
尾
﨑
洋
治
▼
第
4
分
団
長
・

村
田
幸
敏
▼
第
5
分
団
長
・
河
村
譲

治
▼
第
6
分
団
長
・
清
水
浩
幸

【
不
知
火
方
面
隊
】

▼
副
隊
長
・
河
野
通
典
▼
副
隊
長
・

吉
田
公
美
▼
第
7
分
団
長
・
西
村
栄

敏
▼
第
8
分
団
長
・
上
田
誠
▼
第

9
分
団
長
・
浦
山
弘
昭

【
松
橋
方
面
隊
】

▼
副
隊
長
・
中
崎
栄
俊
▼
副
隊
長
・

庄
村
伸
一
▼
第
10
分
団
長
・
別
城
輝

昭
▼
第
11
分
団
長
・
川
田
健
一
▼
第

12
分
団
長
・
野
村
勝
秀
▼
第
13
分
団

長
・
西
浦
博
文

【
小
川
方
面
隊
】

▼
副
隊
長
・
今
井
昌
造
▼
副
隊
長
・

吉
北
道
夫
▼
第
14
分
団
長
・
前
橋
一

孝
▼
第
15
分
団
長
・
冨
士
田
公
二
▼

第
16
分
団
長
・
尾
﨑
健
一
▼
第
17
分

団
長
・
徳
永
光
義
▼
第
18
分
団
長
・

橋
田
邦
孝

【
豊
野
方
面
隊
】

▼
副
隊
長
・
井
澤
立
介
▼
副
隊
長
・

小
田
直
之
▼
第
19
分
団
長
・
村
上
良

二
▼
第
20
分
団
長
・
一
木
則
也
▼
第

21
分
団
長
・
髙
橋
伸
幸
▼
第
22
分
団

長
・
前
田
智
浩

【
女
性
分
団
】

▼
分
団
長
・
吉
田
節
子
▼
副
分
団
長
・

森
田
幸
子(

松
橋
女
性
部
長)

▼
三

角
女
性
部
長
・
植
森
都
代
子
▼
不
知

火
女
性
部
長
・
御
舩
友
子
▼
小
川
女

性
部
長
・
中
川
和
代
▼
豊
野
女
性
部

長
・
押
方
つ
や
子

【
ラ
ッ
パ
隊
】

▼
隊
長
・
植
木
康
介

宇
城
市
消
防
団

宇
城
市
消
防
団

　5月 9 日、平成 19 年度宇城市消防団新入団員辞令
交付式が市役所新館第 2会議室で行われました。
　始めに、阿曽田清市長から新入団員 105 人に、感
謝と激励の意を込めたあいさつがあり、その後山本正
治団長から各方面隊ごとに辞令交付が行われました。
続いて、新入団員を代表して松橋方面隊第 11 分団第
1部第 1班の中塘将嗣さんが宣誓書を読み上げ、山本

団長が訓示を
行い閉式とな
りました。団
長訓示を聞い
た消防団員の
顔はまちを守
る熱意と責任
感で溢れてい
ました。

　地域に密着した防災機関として「わたした
ちのまちを災害から守る」という使命感の下、
地域の防災リーダーとして幅広い活動を行っ
ています。
　宇城市消防団では、自営業者、サラリーマ
ン、公務員、主婦、学生など、職業を問わず
さまざまな人が活躍しており、消防団の活動
を通じてお互いのきずなは大変強いものがあ
ります。地域の安心・安全を守り、災害のな
いまちづくりにあなたの力を生かしてみませ
んか。

■入団資格
　★宇城市内に居住又は勤務していること
　★満18歳以上であること
　★心身共に健全であること

　問 危機管理課防災消防係　☎32-1111

山本正治団長

│消│防│団│員│募│集│！！│ 新入団員辞令交付式

宣誓書を読み上げる中塘将嗣さん


